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抱負：ネットワーク上に分散しているさまざまなデータベー

スを用いて，データマイニングを行う手法を研究していきた

い．遺伝的プログラミングの応用についても研究をすすめて
いきたい．
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概要:本論文は，遺伝的プログラミングを用いたデータマイ

ニングについて論じたものであり，７章からなる．１章の序

論に続き，２章では，提案する手法の核となる遺伝的プログ

ラミングについて説明した．３章では，遺伝的プログラミン

グと決定木構築法を組み合わせる手法を提案した，決定木構
築法と遺伝的プログラミングを組み合わせてデータマイニン

グに用いることにより，より精度の高い知識や意外な知識を

抽出することを提案した．４章では，遺伝的プログラミング

と相関ルール抽出法を組み合わせる手法を提案した．遺伝的

プログラミングにより相関ルール抽出法の出力から特徴を抽
出すると同時に，遺伝的操作により出力に含まれなかった知

識の抽出も行うことができる．５章では，遺伝的プログラミ

ングと論理関数を組み合わせた手法を提案した．これは，遺
伝的プログラミングの関数ノードに論理関数を定義すること

によって，論理関数によるデータマイニングを行う手法であ
る．６章では，遺伝的プログラミングに変更を加えることに

より，遺伝的プログラミングが大規模データマイニングにお

いても十分に利用可能であることを明らかにした．改善手法

として，オブジェクト指向の組合せ学習，無効ノード削除と

連続値属性適応処理の二つの強化学習を組み合わせる方法，
交叉個体を複数指標により選ぶ方法の三つを提案した．７章
は，本論文における提案手法を総括し，さらなる改善の可能
性について検討した．

概要:本論文では，Ｗｅｂから特定のドメインに関係するペー

ジだけを検索できる専門検索エンジンを構築するための新し

い手法を提案した．“検索隠し味”と呼ばれる，ドメインの
ページを分類するキーワードのプール式を利用者の質問に付

加し，汎用検索エンジンに転送することで，専門検索エンジ
ンを実質的に構築する．そのために，検索隠し味をＷｅｂペ

ージの訓練集合から抽出する機械学習のアルゴリズムを開発

した．決定木を用いて抽出された初期の複雑なプール式を，
検証集合に対する適合率と再現率の調和平均に基づいて単純

化することで，適合率と再現率のバランスのとれたブール式
を，汎用の検索エンジンに投入可能な小さなキーワード数で

抽出できる．この手法により，単純なシステム構成で，応答
性能の良いドメイン専門検索エンジンを，専門的知識なしに
構築することが可能になった．

さらに，ドメインのＷｅｂページ集合内で利用者の要求を

満たすページを検索する問題に，連想ルールを適用する手法
を提案した．ドメインに固有の検索対象の属性を考慮して連

想ルールを適用することにより，検索の制約条件の緩和や制

約条件の追加といった質問の洗練を行うことを可能とした．
そのために，ドメインのＷｅｂページ集合から抽出された連

想ルールを，キーワードのクラスタリングと統計的検定を用

いて精選する手法を提案した．この手法により，ドメイン内

での検索に有効な連想ルールの割合を向上させることが可能
となった．
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抱負:今後も，機械学習やデータマイニングの技術を基礎に

して，Web検索やＷｅｂからの知識発見に関する研究を行っ
ていきたいと考えている．


